
(57)【要約】

【課題】要求される周波数偏差を守りつつ回路規模と消

費電力を削減し、スプリアスの発生を可能な限り抑圧し

た数値制御発振器を提供する。

【解決手段】信号のサンプリング周波数をＦｓ、信号の

周波数設定間隔の上限値をＦＤとし、Ｋ及びＬを任意の

整数とすると、位相累算器１は、入力された位相差デー

タと位相レジスタ１ａの出力する位相データとを、位相

演算器１ｂにおいてＭ＝Ｆｓ／ＦＤ×Ｋ／Ｌで計算され

るＭの中で整数となるＭを法とするモジュロ演算により

加減算し、位相差データの累算を行い位相データを生成

する。一方、ＲＯＭ２は、位相累算器１の出力端子とそ

のアドレス端子が接続され、記憶された位相振幅変換テ

ーブルに従って、アドレス端子に入力された位相データ

に対応したｄＦ＝ＦＤ／Ｋ×Ｌで計算されるｄＦステッ

プの周波数設定間隔で設定された信号の振幅データをデ

ータ端子から出力する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
位 相 デ ー タ を 保 持 す る レ ジ ス タ と 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ ー タ と 前 記 レ ジ ス タ の 出 力 す る 位
相 デ ー タ と の 加 算 ま た は 減 算 を 行 う 演 算 器 と を 用 い て 、 前 記 位 相 差 デ ー タ の 累 算 を 行 い 位
相 デ ー タ を 生 成 す る 位 相 累 算 器 と 、
前 記 位 相 累 算 器 が 生 成 す る 位 相 デ ー タ に 対 応 し た 振 幅 デ ー タ を 出 力 す る 位 相 振 幅 変 換 テ ー
ブ ル を 実 現 す る メ モ リ と
を 具 備 し 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ の 信 号 を 出 力 す る 数 値 制 御 発 振 器 に お い て 、
要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た
場 合 、
前 記 位 相 累 算 器 の 演 算 器 が 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ
を 法 と し て 、 前 記 位 相 差 デ ー タ と 前 記 レ ジ ス タ の 出 力 す る 位 相 デ ー タ と を モ ジ ュ ロ 演 算 に
よ り 加 算 ま た は 減 算 し 、
前 記 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル が 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 出 力 す る
こ と を 特 徴 と す る 数 値 制 御 発 振 器 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う 周 波
数 変 換 器 を 備 え 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 前 記 入
力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ で あ っ
て 、
要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と
し た 場 合 、
前 記 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と
し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝
Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波
数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に
よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン
バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
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前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に
よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン
バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に
よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン
バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ
。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う 周 波
数 変 換 器 を 備 え 、 前 記 入 力 信 号 を 、 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 す る と 共 に
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ
プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た
場 合 、
前 記 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と
し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝
Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波
数 変 換 を 行 う
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こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ
変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す
る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整
数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ
変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す
る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整
数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え
、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ
変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す
る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整
数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器
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が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
１ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー
タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器
と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器
と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 復 調 器 と を
備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー
ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で
あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で
整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器
と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器
と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 復 調 器 と を
備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー
ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で
あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で
整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を
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法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器
と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器
と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 復 調 器 と を
備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー
ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で
あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で
整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う
こ と を 特 徴 と す る 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ６ 】
送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 出 力 す る 変 調 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載
の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う
第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発
振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２ の 局 部 発 振 器 を 用 い
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を
備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信
号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で
整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 出 力 す る 変 調 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載
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の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う
第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発
振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２ の 局 部 発 振 器 を 用 い
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を
備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信
号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で
整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を
法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ８ 】
送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 出 力 す る 変 調 器 と 、 請 求 項 １ に 記 載
の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う
第 １ の 周 波 数 変 換 器 と 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発
振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２ の 局 部 発 振 器 を 用 い
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を
備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信
号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で
整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振
器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ
１ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
１ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う
こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ か ら 請 求 項 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 送 信 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 に よ り 受 信 信 号 周 波 数 を 復 調 器 入 力 信 号 へ 変 換 す る た め
の 数 値 制 御 発 振 器 と 、 こ れ を 備 え た デ ィ ジ タ ル 周 波 数 コ ン バ ー タ 、 及 び 無 線 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 位 相 デ ー タ の 累 算 部 と 、 累 算 部 に よ り 計 算 さ れ た 位 相 に 対 応 す る 正 弦 波 デ ー タ を 出
力 す る メ モ リ （ 例 え ば Ｒ Ｏ Ｍ ： Read Only Memory） と を 備 え 、 出 力 周 波 数 Ｆ が 、 ｊ を 位 相
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演 算 語 長 、 Ｆ ｓ を サ ン プ リ ン グ 周 波 数 と し て 、
Ｆ ＝ （ Ｆ ｓ × Ｒ ） ／ ２ ｊ 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
（ 但 し Ｒ は 任 意 の 整 数 ） と 定 義 さ れ る 数 値 制 御 発 振 器 （ Ｎ Ｃ Ｏ ： Numerical Control Osci
llator） 、 あ る い は Ｎ Ｃ Ｏ の 出 力 を ア ナ ロ グ 信 号 化 し て 出 力 す る Ｄ Ｄ Ｓ （ direct digital
 synthesizer） を 利 用 し て 目 的 の 周 波 数 を 得 る 場 合 、 ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ の ス テ ッ プ で 出 力
周 波 数 を 変 更 す る た め に は 、 数 値 制 御 発 振 器 が 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を ２ ０
０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ × ２ ｊ と す る か 、 位 相 演 算 語 長 ｊ を 大 き く す る （ ビ ッ ト 数 を 増 や す ） こ と に
よ り 、 位 相 の 分 解 能 、 す な わ ち 周 波 数 分 解 度 を 向 上 さ せ て 、 目 的 の 周 波 数 と 数 値 制 御 発 振
器 の 出 力 周 波 数 と の 差 を 、 許 容 偏 差 以 内 の 周 波 数 と す る し か な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 出 力 周 波 数 Ｆ が １ ． ９ ２ ［ Ｇ Ｈ ｚ ］ で 、 許 容 出 力 周 波 数 偏 差 Δ ｆ が ０ ． １ ［ ｐ ｐ
ｍ ］ の 精 度 で 求 め ら れ る シ ス テ ム の 場 合 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ を １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ
］ と す る と 、 位 相 演 算 語 長 ｊ は 、
ｊ ＝ ｌ ｏ ｇ ２ （ Ｆ ｓ ／ Δ ｆ ） 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
＝ ｌ ｏ ｇ ２ （ １ ５ ３ ． ６ × １ ０ ６ ／ （ １ ． ９ ２ × １ ０ ９ × ０ ． １ × １ ０ － ６ ） ）
≒ １ ９ ． ６ １
と 求 め ら れ 、 目 的 の 位 相 演 算 語 長 ｊ は ２ ０ ビ ッ ト 必 要 で あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 位 相 演 算 語 長 ｊ を 大 き く す る 場 合 、 ス プ リ ア ス の 発 生 し な い 出 力 を 得 よ う と す
る と 、 メ モ リ の 演 算 語 長 ｋ （ メ モ リ の ア ド レ ス の ビ ッ ト 数 ） と 位 相 演 算 語 長 ｊ と を 同 一 （
ｊ ＝ ｋ ） に す る 必 要 が あ り 、 メ モ リ の サ イ ズ の 増 加 を 抑 え る た め に 、 メ モ リ の 演 算 語 長 ｋ
に 対 し て 位 相 演 算 語 長 ｊ を 大 き く す る （ ｊ ＞ ｋ ） と 、 位 相 演 算 部 が 出 力 す る ア ド レ ス 語 長
（ メ モ リ の 演 算 語 長 ） を 再 量 子 化 す る こ と に な る た め 、 こ の 再 量 子 化 に よ る 周 期 性 を 持 つ
誤 差 ｅ ｐ が 発 生 し 、 数 値 制 御 発 振 器 の 出 力 に ス プ リ ア ス と し て 出 現 す る こ と が 知 ら れ て い
る 。 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 位 相 演 算 部 の ア ド レ ス 語 長 の 再 量 子 化 に よ り 発 生 す る ス プ リ ア ス を 抑 圧 す る 方 法 と
し て は 、 例 え ば デ ィ ザ に よ る 誤 差 拡 散 や エ ラ ー の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 方 法 が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
ヘ ン リ ー ・ テ ィ ー ・ ニ コ ラ ス ３ 世 （ Henry T Nicholas,III） 、 ヘ ン リ ー ・ サ ム エ リ （ Henr
y Samueli） 、 「 位 相 累 算 器 に ト ラ ン ケ ー シ ョ ン が あ る 場 合 の ダ イ レ ク ト ・ デ ィ ジ タ ル 周
波 数 合 成 器 の 出 力 ス ペ ク ト ル に 関 す る 解 析 （ An Analysis of the Output Spectrum of Di
rect Digital Frequency Synthesizers inthe Phase-Accumulator Truncation） 」 、 プ ロ
シ ー デ ィ ン グ 　 ア ニ ュ ア ル 　 フ リ ク エ ン シ ィ 　 コ ン ト ロ ー ル 　 シ ン ポ ジ ウ ム （ Proc. Annu
al Frequency Control
Symposium） 、 １ ９ ８ ７ 、 ｐ ｐ ４ ９ ５ － ５ ０ ２
【 非 特 許 文 献 ２ 】
ジ ョ ウ コ 　 バ ン カ （ Jouko Vankka） 、 「 正 弦 波 出 力 直 接 デ ィ ジ タ ル 合 成 に お け る ス プ リ ア
ス 低 減 法 （ Spur. Reduction Techniques in sine output Direct Digital Synthesis） 」
、 ア イ ・ ト リ プ ル ・ イ ー 　 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 　 フ リ ク エ ン シ ィ 　 コ ン ト ロ ー ル 　 シ ン ポ
ジ ウ ム （ IEEE International Frequency control Symposium） 、 １ ９ ９ ６ 、 ｐ ｐ ９ ５ １ －
９ ５ ９
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 位 相 演 算 部 の ア ド レ ス 語 長 の 再 量 子 化 に
よ り 、 出 力 に ス プ リ ア ス が 発 生 す る こ と が 分 か っ て は い る も の の 、 メ モ リ の サ イ ズ の 増 加
を 抑 え る た め に 、 メ モ リ の 演 算 語 長 ｋ に 対 し て 位 相 演 算 語 長 ｊ を 大 き く せ ざ る を 得 な か っ
た 。
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ま た 、 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 を 用 い る 場 合 、 本 来 の 目 的 以 外 の 付 加 回 路 が 必 要 に な る
た め 、 メ モ リ の サ イ ズ が 増 加 し な く と も 、 付 加 回 路 の 増 加 に よ る 化 回 路 規 模 の 増 大 す る と
い う 問 題 が あ っ た 。 更 に 、 デ ィ ザ に よ る 誤 差 拡 散 を 用 い て ス プ リ ア ス を 抑 圧 す る 場 合 、 ノ
イ ズ レ ベ ル （ ノ イ ズ フ ロ ア ） の 上 昇 が あ る た め 、 必 ず し も 有 効 な 方 法 で は な い と い う 問 題
が あ っ た 。
更 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を 必 要 と す る 周 波 数 ス テ ッ プ の ２ ｊ 倍 と す る 場 合 、 リ フ ァ レ ン
ス 周 波 数 の 生 成 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 要 求 さ れ る 周 波 数 偏 差 を 守 り つ つ 回 路 規
模 と 消 費 電 力 を 削 減 し 、 ス プ リ ア ス の 発 生 を 可 能 な 限 り 抑 圧 し た 数 値 制 御 発 振 器 と 、 こ れ
を 備 え た デ ィ ジ タ ル 周 波 数 コ ン バ ー タ 、 及 び 無 線 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 数 値 制 御 発 振 器 は 、 位 相 デ ー タ を 保 持
す る レ ジ ス タ （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 位 相 レ ジ ス タ １ ａ ） と 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ ー タ と 前
記 レ ジ ス タ の 出 力 す る 位 相 デ ー タ と の 加 算 ま た は 減 算 を 行 う 演 算 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の
位 相 演 算 器 １ ｂ ） と を 用 い て 、 前 記 位 相 差 デ ー タ の 累 算 を 行 い 位 相 デ ー タ を 生 成 す る 位 相
累 算 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 位 相 累 算 器 １ ） と 、 前 記 位 相 累 算 器 が 生 成 す る 位 相 デ ー タ に
対 応 し た 振 幅 デ ー タ を 出 力 す る 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル を 実 現 す る メ モ リ （ 例 え ば 実 施 の 形
態 の Ｒ Ｏ Ｍ ２ ） と を 具 備 し 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ の 信 号 を 出 力 す る 数 値 制 御 発 振 器 に
お い て 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整
数 と し た 場 合 、 前 記 位 相 累 算 器 の 演 算 器 が 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中
で 整 数 と な る Ｍ を 法 と し て 、 前 記 位 相 差 デ ー タ と 前 記 レ ジ ス タ の 出 力 す る 位 相 デ ー タ と を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 加 算 ま た は 減 算 し 、 前 記 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル が 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ×
Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 数 値 制 御 発 振 器 は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ の 信 号 を 出 力 す る 数 値 制
御 発 振 器 で あ っ て 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 Ｋ 及 び Ｌ
を 任 意 の 整 数 と す る と 、 Ｍ 個 （ 但 し 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数
と な る Ｍ ） の 振 幅 デ ー タ を 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル に 用 意 し 、 位 相 累 算 器 に よ り 、 位 相 差 デ
ー タ を Ｍ を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 を 用 い て 累 加 算 ま た は 累 減 算 し て 生 成 し た 位 相 デ ー タ を
、 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の ア ド レ ス と し て 入 力 す る と 、 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の 出 力 と し
て 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 １ ２ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を
行 う 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 １ ２ ） を 備 え 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数
Ｆ ｓ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変
換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 周 波 数 変 換 器 は 、
Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ
ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ
れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ
ン グ さ れ た 入 力 信 号 を 、 該 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 際 に 、 要 求
さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と す る と 、
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ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の
数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信
号 を 周 波 数 変 換 す る こ と で 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定
間 隔 ｄ Ｆ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が ｄ Ｆ で 割 り 切 れ る 場 合 に は 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る
デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入 力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ １ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ １ ） と 、 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ ） と し
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例
え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ ３ ） と を 備 え 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン
グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力
信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号
の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ
た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １
） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に
よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １
） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数
変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ
リ ン グ さ れ た 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に
、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の
周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 デ ィ
ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま ず 、
Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １
に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の
周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） ／
Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振
器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第
１ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力
さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入 力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ
変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ １ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ １ ） と 、 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ ） と し
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例
え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ ３ ） と を 備 え 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン
グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力
信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号
の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
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前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ
た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ
） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に
よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ
） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数
変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ
リ ン グ さ れ た 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に
、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の
周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ １ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 デ ィ
ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま ず 、
Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １
に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の
周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／
Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振
器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第
１ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力
さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入 力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ
変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ １ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ １ ） と 、 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ ） と し
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例
え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ３ ３ ） と を 備 え 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ リ ン
グ さ れ た 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 出 力
信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 入 力 信 号
の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、
前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ
た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ ２ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る
Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２
の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波
数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ で サ ン プ
リ ン グ さ れ た 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に
、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の
周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い
は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ １ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 ま ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ ×
Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振
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器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信
号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設
定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数
信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す
る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入 力 信
号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か
に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を
停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ １ の 倍 数 が 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 １ の 周 波 数 変
換 器 の み の 動 作 で 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入 力
信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ２ ３ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数 変 換 を
行 う 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ２ ３ ） を 備 え 、 前 記 入 力 信 号 を 、 前
記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ
ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、 要 求 さ れ た 出
力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 周
波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と し て 位
相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／
Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換
を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 入 力 信 号 を 、 該 入 力 信 号 よ り 周 波 数
が 高 く 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 際 に 、 要
求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と す る と
、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載
の 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 が 入 力
信 号 を 周 波 数 変 換 す る こ と で 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設
定 間 隔 ｄ Ｆ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が ｄ Ｆ で 割 り 切 れ る 場 合 に は 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の
出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ８ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ２ ） と 、 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ ） と し
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例
え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ４ ） と を 備 え 、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ
っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ
２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で
計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す
る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ
２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の 周
波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／
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（ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相
デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝
（ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ Ｆ Ｄ ２ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ
た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 入 力 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ
て 、 該 入 力 信 号 よ り 周 波 数 が 高 く 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と
共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第
２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ な い 場 合 、
デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま
ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信
号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御
発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更
に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン
バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ９ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ２ ） と 、 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ ） と し
て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例
え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ４ ） と を 備 え 、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ
っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ
２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て 、
要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を
任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で
計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す
る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ
２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の 周
波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／
（ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相
デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝
（ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ
れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 入 力 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ
て 、 該 入 力 信 号 よ り 周 波 数 が 高 く 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と
共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第
２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、
デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま
ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信
号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御
発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更
に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン
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バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振
器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ ） と し て 、 入 力 信 号 に 周 波
数 変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ２ ） と 、 請 求 項 １
に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ ） と
し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （
例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ４ ４ ） と を 備 え 、 前 記 入 力 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に
よ っ て 前 記 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 出 力 信 号 へ 変 換 す る と 共 に 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ
ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 出 力 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ で あ っ て
、 要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２
を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２
で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算
す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ
Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の
周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １
／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演
算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ で 計 算 さ
れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 入 力 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ
て 、 該 入 力 信 号 よ り 周 波 数 が 高 く 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 信 号
へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 前 記 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と
共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第
２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ
る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 ま ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ
１ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号
を 周 波 数 変 換 す る 。 そ し て 、 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ
プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発
生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を
周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔
を Ｆ Ｄ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 に 係 る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 請 求 項 ８ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず
れ か に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変
換 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ ２ の 倍 数 が 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 ２ の 周 波 数 変
換 器 の み の 動 作 で 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 １ ２ の 発 明 に 係 る 受 信 機 は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の
数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
５ １ ｃ 、 ま た は Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ８ １ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施
の 形 態 の 局 部 発 振 器 ５ １ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ １ ） を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の ミ キ サ ５ ２ 、 ま た は 直 交 復 調 器 ８ ２ ） と 、 請
求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 １ ２
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ａ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ ５ ａ ） と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 １ ２ 、 ま た は 周 波 数 変
換 器 ８ ５ ） と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る
復 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 復 調 器 ５ ５ ） と を 備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換
に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン
ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 １
の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な
る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で
設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号
の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累
算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 は 、 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 受 信 信 号 よ り
低 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を
Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定
間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切
れ な い 場 合 、 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま
ず 、 逓 倍 比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ ／ Ｐ で 計 算 さ れ る
Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 と を 備 え た 第 １
の 局 部 発 振 器 に よ り 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 受 信 信 号 を 周 波
数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ
プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発
生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を
周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波
数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 １ ３ の 発 明 に 係 る 受 信 機 は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の
数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
５ １ ｃ 、 ま た は Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ８ １ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施
の 形 態 の 局 部 発 振 器 ５ １ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ １ ） を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の ミ キ サ ５ ２ 、 ま た は 直 交 復 調 器 ８ ２ ） と 、 請
求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 １ ２
ａ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ ５ ａ ） と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 １ ２ 、 ま た は 周 波 数 変
換 器 ８ ５ ） と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る
復 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 復 調 器 ５ ５ ） と を 備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換
に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン
ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 １
の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な
る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で
設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号
の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累
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算 す る 前 記 第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を
行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 は 、 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 受 信 信 号 よ り
低 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を
Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定
間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切
れ な い 場 合 、 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま
ず 、 逓 倍 比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ ／ Ｐ で 計 算 さ れ る
Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 と を 備 え た 第 １
の 局 部 発 振 器 に よ り 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 受 信 信 号 を 周 波
数 変 換 す る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ
プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発
生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を
周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波
数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 １ ４ の 発 明 に 係 る 受 信 機 は 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の
数 値 制 御 発 振 器 を 、 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は 整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
５ １ ｃ 、 ま た は Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ８ １ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施
の 形 態 の 局 部 発 振 器 ５ １ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ １ ） を 用 い て 、 受 信 信 号 に 周 波 数 変 換 を 行
う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の ミ キ サ ５ ２ 、 ま た は 直 交 復 調 器 ８ ２ ） と 、 請
求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 １ ２
ａ 、 ま た は 局 部 発 振 器 ８ ５ ａ ） と し て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数
変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 １ ２ 、 ま た は 周 波 数 変
換 器 ８ ５ ） と 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る
復 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 復 調 器 ５ ５ ） と を 備 え 、 前 記 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換
に よ っ て 、 前 記 受 信 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の ベ ー ス バ ン ド 受 信 信 号 へ 変 換 し 、 該 ベ ー ス バ ン
ド 受 信 信 号 か ら 受 信 デ ー タ を 抽 出 す る 受 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ た 前 記 受 信 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 前 記 第 １
の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な
る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で
設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号
の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の
中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 ２ の 局 部
発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 は 、 受 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 受 信 信 号 よ り
低 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を
Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定
間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切
れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 ま ず 、 逓 倍
比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ ／ Ｐ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス
テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 と を 備 え た 第 １ の 局 部 発
振 器 に よ り 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 す
る 。 次 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求
項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 ２ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第
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２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、
周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波 数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号
の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 １ ５ の 発 明 に 係 る 受 信 機 は 、 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 受 信 機
に お い て 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 は 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ の 倍 数 が 入 力
信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の み の 動 作 で 、 周
波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波 数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の
周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 １ ６ の 発 明 に 係 る 送 信 機 は 、 送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を
出 力 す る 変 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 変 調 器 ６ １ ） と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ ） と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力
信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ６ ３ ） と
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ７ ０ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２
の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ７ ０ ） を 用 い て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器
の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換
器 ７ １ ） と を 備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス
バ ン ド 送 信 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ
た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整
数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ
れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記
第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ
ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変
換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ
　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ
を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ
　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信
号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 送 信 機 は 、 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 ベ
ー ス バ ン ド 送 信 信 号 よ り 周 波 数 が 高 い 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た
前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数
と す る と 、 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ
以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 送 信 機 の 送 信 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波
数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ
１ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器
と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 周 波
数 変 換 す る 。 次 に 、 逓 倍 比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ ／
Ｐ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
と を 備 え た 第 １ の 局 部 発 振 器 に よ り 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が
更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ
ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
請 求 項 １ ７ の 発 明 に 係 る 送 信 機 は 、 送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を
出 力 す る 変 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 変 調 器 ６ １ ） と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ ） と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力
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信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ６ ３ ） と
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ７ ０ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２
の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ７ ０ ） を 用 い て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器
の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換
器 ７ １ ） と を 備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス
バ ン ド 送 信 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ
た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整
数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ
れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記
第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ
ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変
換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ
Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ
を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ
Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信
号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 送 信 機 は 、 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 ベ
ー ス バ ン ド 送 信 信 号 よ り 周 波 数 が 高 い 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た
前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数
と す る と 、 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２
未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 送 信 機 の 送 信 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波
数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ
１ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器
と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 周 波
数 変 換 す る 。 次 に 、 逓 倍 比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ ／
Ｐ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
と を 備 え た 第 １ の 局 部 発 振 器 に よ り 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が
更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 こ れ に よ り 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ
ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
請 求 項 １ ８ の 発 明 に 係 る 送 信 機 は 、 送 信 デ ー タ に よ り 変 調 さ れ た ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を
出 力 す る 変 調 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 変 調 器 ６ １ ） と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器
を 第 １ の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ ） と し て 、 前 記 変 調 器 の 出 力
信 号 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 １ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換 器 ６ ３ ） と
、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 逓 倍 比 Ｐ （ Ｐ は
整 数 ） の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ７ ０ ｃ ） の リ フ ァ レ ン ス と し た 第 ２
の 局 部 発 振 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 局 部 発 振 器 ７ ０ ） を 用 い て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器
の 出 力 信 号 に 更 に 周 波 数 変 換 を 行 う 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 （ 例 え ば 実 施 の 形 態 の 周 波 数 変 換
器 ７ １ ） と を 備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 前 記 ベ ー ス
バ ン ド 送 信 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 送 信 機 で あ っ て 、 要 求 さ れ
た 前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整
数 と し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 は 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ
れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 前 記
第 ２ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ
ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 い 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変
換 器 は 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を Ｆ ｓ １ と す る と 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ ×
Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り
累 算 す る 前 記 第 １ の 局 部 発 振 器 が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ
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１ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 用 い て 周 波 数 変 換 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 送 信 機 は 、 ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 該 ベ
ー ス バ ン ド 送 信 信 号 よ り 周 波 数 が 高 い 送 信 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 要 求 さ れ た
前 記 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ と す る と 共 に 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数
と す る と 、 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２
以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ
Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 送 信 機 の 送 信 信 号 の 周 波 数 偏 差 が 許 容 周 波 数 偏 差 を 超 え る の で 、 ま
ず 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に
記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 第 １ の 局 部 発 振 器 と し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 第 １ の 周
波 数 変 換 器 が ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 を 周 波 数 変 換 す る 。 次 に 、 逓 倍 比 Ｐ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と 、
Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ Ｐ ／ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ ／ Ｐ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間
隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 と を 備 え た 第 １ の 局 部 発 振 器 に よ り 発 生 し た 周
波 数 信 号 を 用 い て 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 が 更 に 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 出 力 信 号 を 周 波 数 変
換 す る 。 こ れ に よ り 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号
の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
請 求 項 １ ９ の 発 明 に 係 る 送 信 機 は 、 請 求 項 １ ６ か ら 請 求 項 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 送 信 機
に お い て 、 前 記 第 １ の 周 波 数 変 換 器 が 周 波 数 変 換 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 の 構 成 を 備 え た 送 信 機 は 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ の 倍 数 が 送 信
信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の み の 動 作 で 、 変
調 器 の 出 力 す る ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 数 値 制 御 発 振
器 は 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ ー タ の 累 算 を 行 い 位 相 デ ー タ を 生 成 す る 位 相 累 算 器 １ と 、 位 相
累 算 器 １ が 生 成 す る 位 相 デ ー タ に 対 応 し た 振 幅 デ ー タ を 出 力 す る 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル を
実 現 す る メ モ リ で あ る Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
具 体 的 に は 、 ま ず 、 位 相 累 算 器 １ に つ い て 説 明 す る と 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波
数 を Ｆ ｓ 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 更 に Ｋ 及 び Ｌ を 任
意 の 整 数 と し た 場 合 、 位 相 累 算 器 １ は 、 位 相 デ ー タ を 保 持 す る 位 相 レ ジ ス タ １ ａ と 、 入 力
さ れ た 位 相 差 デ ー タ と 位 相 レ ジ ス タ １ ａ の 出 力 す る 位 相 デ ー タ と を Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／
Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 加 算 ま た は 減 算 す る
位 相 演 算 器 １ ｂ と を 備 え 、 数 値 制 御 発 振 器 の 入 力 と し て 設 定 さ れ た 位 相 差 デ ー タ の 累 算 を
行 い 位 相 デ ー タ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ は 、 ｊ ＝ ｌ ｏ ｇ ２ Ｍ （ 但 し 、 ｊ は 少 数 点 以 下 を 切 り 上 げ ） で 計 算 さ れ る ｊ
ビ ッ ト の 配 線 に よ り 位 相 累 算 器 １ の 出 力 端 子 と そ の ア ド レ ス 端 子 が 接 続 さ れ 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ に
記 憶 さ れ た Ｍ 個 の 振 幅 デ ー タ か ら 成 る 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル に 従 っ て 、 位 相 累 算 器 １ か ら
ア ド レ ス 端 子 に 入 力 さ れ た 位 相 デ ー タ に 対 応 し た 振 幅 デ ー タ を デ ー タ 端 子 か ら 出 力 し 、 こ
れ を 数 値 制 御 発 振 器 の 出 力 と す る 。
こ れ に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス
テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 出 力 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
例 え ば 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ を １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 要 求 さ れ た 出
力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 Ｆ Ｄ を ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ と し 、 更 に Ｋ 及 び Ｌ を １ と し た
場 合 、 位 相 演 算 器 １ ｂ で は 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ２ ０ ０ ［
Ｋ Ｈ ｚ ］ ＝ ７ ６ ８ と し て 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ ー タ と 位 相 レ ジ ス タ １ ａ の 出 力 す る 位 相 デ
ー タ と を 、 ” ７ ６ ８ ” を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 加 算 ま た は 減 算 す る 。
ま た 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ は 、 ｊ ＝ ｌ ｏ ｇ ２ Ｍ ＝ ｌ ｏ ｇ ２ ７ ６ ８ ≒ ９ ． ５ ８ ＝ １ ０ （ 但 し 、 ｊ は 少 数
点 以 下 を 切 り 上 げ ） と し て 、 １ ０ ビ ッ ト の 配 線 に よ り 位 相 累 算 器 １ の 出 力 端 子 と そ の ア ド
レ ス 端 子 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
従 っ て 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ の 演 算 語 長 と 位 相 演 算 器 １ ｂ の 位 相 演 算 語 長 と が 同 一 と な る こ と に よ り
、 位 相 演 算 器 １ ｂ が 出 力 す る ア ド レ ス 語 長 （ Ｒ Ｏ Ｍ ２ の 演 算 語 長 ） を 再 量 子 化 す る 必 要 が
な い た め 、 再 量 子 化 に よ る 誤 差 ｅ ｐ の 発 生 が な く 、 ” ７ ６ ８ ” を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 に
必 要 な ７ ６ ８ ワ ー ド の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波
数 Ｆ ｓ を １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ を ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ
Ｈ ｚ ］ と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 数 値 制 御 発 振 器 の 各 設 定 値 は 、 上 述 の 設 定 例 を 含 め 、 各 通 信 シ
ス テ ム （ 例 え ば 携 帯 電 話 シ ス テ ム の Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ や Ｉ Ｓ － ９ ５ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ シ ス テ ム の Ｉ
Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ 等 ） に 対 応 し て 、 以 下 の 表 １ に 示 す よ う な 値 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】
表 １ の 一 例 を 説 明 す る と 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ を ６ １ ． ４ ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ
］ 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ を ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ と し 、 更 に Ｋ を ５ 及 び
Ｌ を １ と し た 場 合 、 位 相 演 算 器 １ ｂ で は 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ ６ １ ． ４ ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ
］ ／ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ × ５ ＝ １ ５ ３ ６ を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 に 必 要 な １ ５ ３ ６ ワ ー ド の
低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ を ６ １ ． ４ ４ ［
Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ を ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ／ ５ ＝ ４ ０ ［ Ｋ
Ｈ ｚ ］ と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ２ は 、 上 述 の 条 件 に お い て 、 従 来 の ２ ｊ を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 を 行 う 数 値 制 御 発 振 器
(パ ラ メ ー タ を 位 相 演 算 語 長 ｊ と 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の 振 幅 デ ー タ 数 で 示 す )と 、 本 実 施
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の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 (パ ラ メ ー タ を 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の 振 幅 デ ー タ 数 の み で 示 す )
と の ス プ リ ア ス 特 性 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 比 較 し た グ ラ フ で あ っ て 、 横 軸 を Ｒ Ｏ Ｍ ２
の 出 力 す る 振 幅 デ ー タ ビ ッ ト 長 、 縦 軸 を ス プ リ ア ス 、 パ ラ メ ー タ を Ｒ Ｏ Ｍ ２ に 記 憶 さ れ た
位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の 振 幅 デ ー タ 数 と し て 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 の 構 成 で は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ の 演 算 語 長 を 短
く し て 、 例 え ば ３ ８ ４ ワ ー ド や １ ９ ２ ワ ー ド 、 更 に は ９ ６ ワ ー ド の 振 幅 デ ー タ を 用 い た 場
合 は 極 端 に ス プ リ ア ス 特 性 が 悪 化 す る も の の 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の
中 で 整 数 と な る Ｍ 、 す な わ ち 、 上 述 の 条 件 で は Ｍ ＝ ７ ６ ８ を 用 い て 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ
ー タ と 位 相 レ ジ ス タ １ ａ の 出 力 す る 位 相 デ ー タ と を 、 ” ７ ６ ８ ” を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算
に よ り 位 相 デ ー タ を 生 成 す る 限 り 、 そ の ス プ リ ア ス 特 性 は 、 従 来 の ２ の ２ ０ 乗 を 法 と す る
モ ジ ュ ロ 演 算 を 行 う 約 １ Ｍ ワ ー ド の 振 幅 デ ー タ を 必 要 と す る 数 値 制 御 発 振 器 と 同 等 の 特 性
を 得 ら れ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
ま た 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 更 に 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 の 応 用 例 に つ い て 説 明
す る と 、 例 え ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 図 ３ に 示 す よ う な デ ィ ジ タ ル ダ
ウ ン コ ン バ ー タ に 使 用 す る こ と が で き る 。
図 ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ １ １ の
構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ １ １ は 、 ま ず 入 力 さ れ た
中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １
２ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２
π × Ｆ ｃ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 進 ん だ 虚 数 軸 信 号 ” － Ｓ （ ｔ ） ＝ － ｓ
ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ を 用 い て 乗 算 す る 周 波 数
変 換 器 １ ２ に よ り 周 波 数 変 換 し 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号 （ ゼ ロ Ｉ
Ｆ 信 号 ） を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
そ し て 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を １ ／ Ｎ 倍 し て サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ
２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｎ に 変 換 す る 実 数 軸 デ シ メ ー タ １ ３ ａ と 虚 数 軸 デ シ メ ー タ １ ３ ｂ と を 備 え た
デ シ メ ー タ １ ３ に よ り デ シ メ ー シ ョ ン を 行 う と 共 に 、 実 数 軸 フ ィ ル タ １ ４ ａ と 虚 数 軸 フ ィ
ル タ １ ４ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ １ ４ に よ り 、 目 的 の 信 号 帯 域 の 帯 域 制 限 が 実 施
さ れ た 複 素 数 信 号 （ Ｉ 、 Ｑ ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
さ て 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ １ １ に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波
数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 １ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ で 割 り 切 れ る 場 合 の 動 作 に つ い
て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 Ｋ 、 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ は 、 第 １ の
実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ を 、 位 相 差 デ ー
タ φ ＝ Ｆ ｃ ／ ｄ Ｆ ＝ Ｆ ｃ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ と す る 。 そ し て 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計
算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部
発 振 器 １ ２ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数
設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の
信 号 を 正 確 に 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
具 体 的 に は 、 入 力 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 要 求 さ れ た
入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ と し 、 更 に 入 力 信 号 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ
ｆ １ を ３ ６ ． ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ と し 、 Ｋ ＝ Ｌ ＝ １ と す る と 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ を 、 位 相 差 デ ー タ φ
＝ Ｆ ｃ ／ ｄ Ｆ ＝ Ｆ ｃ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ ３ ６ ． ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ＝ １ ８ ２ と
す る こ と で 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ＝ ７
６ ８ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 １ ２ ａ が 出 力 し た ｄ
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Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ
ｃ ＝ ３ ６ ． ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 正 確
に 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号 （ ゼ ロ Ｉ Ｆ 信 号 ） に 変 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 図 ４ に 示 す よ う な デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ
ー タ に 使 用 す る こ と も で き る 。
図 ４ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 構 成
例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 ま ず 入 力 さ れ た 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ １ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ 、 Ｑ ） を 、 実 数 軸 フ ィ ル タ ２
１ ａ と 虚 数 軸 フ ィ ル タ ２ １ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ２ １ に よ り 、 目 的 の 信 号 帯 域
に 帯 域 制 限 す る と 共 に 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を Ｎ 倍 し て サ ン プ リ ン グ
周 波 数 Ｆ ｓ ２ ＝ Ｆ ｓ １ × Ｎ に 変 換 す る 実 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ ２ ２ ａ と 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー
タ ２ ２ ｂ と を 備 え た イ ン タ ポ レ ー タ ２ ２ に よ り イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
そ し て 、 次 に 、 イ ン タ ポ レ ー タ ２ ２ の 出 力 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を
用 い た 局 部 発 振 器 ２ ３ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ
（ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ た 虚 数 軸 信 号
” Ｓ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ 及 び 減 算
器 ２ ３ ｄ を 用 い て 複 素 乗 算 す る と 共 に 実 数 軸 信 号 を 出 力 す る 周 波 数 変 換 器 ２ ３ に よ り 周 波
数 変 換 し 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 実 数 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
さ て 、 こ の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ２ ３ の 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ で 割 り 切 れ る 場 合 の 動 作 に つ い て 説
明 す る 。 こ の 場 合 、 Ｋ 、 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 周 波 数 変 換 器 ２ ３ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ２ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ を 、 位 相 差 デ ー タ φ
＝ Ｆ ｃ ／ ｄ Ｆ ＝ Ｆ ｃ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ と す る 。 そ し て 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ
れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振
器 ２ ３ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の ベ ー
ス バ ン ド 信 号 を 正 確 に 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
具 体 的 に は 、 出 力 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ を １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 要 求 さ れ た
出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ と し 、 更 に 出 力 信 号 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ
ｆ ２ を ７ ２ ． ８ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ と し 、 Ｋ ＝ Ｌ ＝ １ と す る と 、 周 波 数 変 換 器 ２ ３ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ２ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ を 、 位 相 差 デ ー タ φ
＝ Ｆ ｃ ／ ｄ Ｆ ＝ Ｆ ｃ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ ７ ２ ． ８ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ＝ ３ ６ ４ と
す る こ と で 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ ＝ １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ＝ ７
６ ８ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ２ ３ ａ が 出 力 し た ｄ
Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ
ｃ ＝ ７ ２ ． ８ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］
の ベ ー ス バ ン ド 信 号 を 正 確 に 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 変 形 例
で あ っ て 、 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と す る 第 １ 及 び 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 を 備 え 、 入 力
信 号 を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 入 力 信 号 よ り 低 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 し て 出 力 す る
デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
図 ５ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 変 形
例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 ま ず 入 力 さ れ た 中
心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ １
ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ １ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （
２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 進 ん だ 虚 数 軸 信 号 ” － Ｓ １ （ ｔ ）
＝ － ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ３ １ ｂ 、 ３ １ ｃ を 用 い て 乗 算 す
る 周 波 数 変 換 器 ３ １ に よ り 周 波 数 変 換 し 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 を 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
次 に 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を １ ／ Ｎ 倍 し て サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２
＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｎ に 変 換 す る 実 数 軸 デ シ メ ー タ ３ ２ ａ と 虚 数 軸 デ シ メ ー タ ３ ２ ｂ と を 備 え た デ
シ メ ー タ ３ ２ に よ り デ シ メ ー シ ョ ン を 行 う と 共 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を
用 い た 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ”
Ｃ ２ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 進 ん だ 虚 数
軸 信 号 ” － Ｓ ２ （ ｔ ） ＝ － ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ３ ３ ｂ 、
３ ３ ｃ 、 ３ ３ ｄ 、 ３ ３ ｅ 及 び 減 算 器 ３ ３ ｆ 、 加 算 器 ３ ３ ｇ を 用 い て 複 素 乗 算 す る 周 波 数 変
換 器 ３ ３ に よ り 周 波 数 変 換 す る 。
そ し て 、 実 数 軸 フ ィ ル タ ３ ４ ａ と 虚 数 軸 フ ィ ル タ ３ ４ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ３
４ に よ り 、 目 的 の 信 号 帯 域 の 帯 域 制 限 が 実 施 さ れ た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 （ Ｉ
、 Ｑ ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
さ て 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 例 え ば 入 力 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数
を Ｆ ｓ １ 、 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ １ 以 上 で 、 Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切 れ な い 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、
Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 周 波 数 変 換 器 ３ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の
数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ
ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／
Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り
累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ １ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ
Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て
、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） × Ｋ ２ と す
る 。 そ し て 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整
数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ が 出
力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の
周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器
３ ３ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
具 体 的 に は 、 入 力 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を ９ ８ ． ３ ０ ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 要 求 さ れ
た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ＝ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ と し 、 更 に 入 力 信 号 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ
ｆ １ を １ ３ ． ７ ４ ２ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ と し 、 Ｋ １ ＝ １ ５ 、 Ｌ １ ＝ ８ と す る と 、 周 波 数 変 換 器 ３ １
は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を
、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ ＝ １ ３ ． ７ ２ ８ ［ Ｍ Ｈ
ｚ ］ ／ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ × １ ５ ／ ８ ＝ ８ ５ ８ と す る こ と で 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ
１ ＝ ９ ８ ． ３ ０ ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ × １ ５ ／ ８ ＝ ６ １ ４ ４ を 法 と し て 位 相 デ ー
タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ １ ａ が 出 力 し た Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １
＝ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ／ １ ５ × ８ ＝ １ ６ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、
周 波 数 Ｆ ｃ １ ＝ １ ３ ． ７ ２ ８ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ
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１ の 信 号 を 正 確 に 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ ＝ １ ４ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 デ シ メ ー タ ３ ２ の 変 換 率 Ｎ ＝ １ ０ 、 Ｋ ２ ＝ ７ と す る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制
御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２ を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／
Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ） × Ｋ ２ ＝ １ ４ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ／ （ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］
　 ｍ ｏ ｄ 　 １ ６ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ） × ７ ＝ ７ と す る こ と で 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ
Ｄ １ ） × Ｋ ２ ＝ ９ ． ８ ３ ０ ４ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ ／ （ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ 　 ｍ ｏ ｄ 　 １ ６ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ）
× ７ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ を 整 数 と し た Ｍ ２ ＝ ４ ９ １ ５ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算
に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ １ ）
／ Ｋ ２ ＝ （ ３ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ 　 ｍ ｏ ｄ 　 １ ６ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ） ／ ７ ＝ ２ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ス テ ッ プ の 周
波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 ３
３ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 正 確 に 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ３ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号
（ ゼ ロ Ｉ Ｆ 信 号 ） に 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
同 様 に 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 未 満 で 、 Ｆ Ｄ １ が Ｆ Ｄ で 割 り 切
れ な い 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ３ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振
器 ３ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ
１ ／ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数
と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ １ ａ が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で
設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中
心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ と す る
。 そ し て 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数
と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ １ 　 ｍ ｏ ｄ Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波
数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 ３ ３
が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
更 に 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切
れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ １ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 周 波 数 変 換
器 ３ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ
φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ と す る 。 そ し て
、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位
相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ １ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ
Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ
１ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素
数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ と す る こ と で 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ
２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ
演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ３ ３ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ
る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用
い て 、 周 波 数 変 換 器 ３ ３ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信
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号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
な お 、 以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ は 、 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ １ の 倍 数 が 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 周 波 数 変 換
器 ３ １ の み の 動 作 で 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 入
力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 場 合
、 周 波 数 変 換 器 ３ ３ に よ る 周 波 数 変 換 を 停 止 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 各 変 数 の 設 定 値 は 、 上 述 の 設 定
例 を 含 め 、 以 下 の 表 ２ か ら 表 ５ に 示 す よ う な 値 と す る こ と が で き る 。 な お 、 表 ２ 及 び 表 ３
は Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お け る 各 変 数 の 設 定 例 を 、 表 ４ は Ｉ Ｓ － ９ ５ Ｂ ａ ｎ ｄ （ Ｃ ｌ ａ
ｓ ｓ ０ ） に お け る 各 変 数 の 設 定 例 を 、 表 ５ は Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ シ ス テ ム に お け る 各
変 数 の 設 定 例 を 示 す 。
ま た 、 表 に お い て 周 波 数 変 換 器 ３ ３ 側 の 変 数 の 記 載 が な い 設 定 例 は 、 図 ３ を 用 い て 説 明 し
た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 構 成 で 実 現 可 能 な 設 定 例 を 示 す 。 こ の 場 合 、 各 変 数 は 対
応 す る 変 数 に 読 み 替 え る も の と す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ８ ２ 】
更 に 、 本 構 成 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ １ が 、 要 求 さ れ た 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ 以 下 の ス テ ッ プ で 設 定 可 能 な と き
、 周 波 数 変 換 器 ３ １ の 数 値 制 御 発 振 器 に 対 す る 周 波 数 デ ー タ （ 位 相 差 デ ー タ ） 設 定 の 変 更
の み で 、 各 周 波 数 の 入 力 が 可 能 と な る た め 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ を 制 御 す る
制 御 部 の デ ー タ 設 定 時 間 が 、 ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 両 方 に デ ー タ 設 定 が 必 要 な 従 来 の デ ィ
ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に 比 較 し て 半 減 さ れ る だ け で な く 、 数 値 制 御 発 振 器 に 設 定 す る 周
波 数 デ ー タ の 演 算 が 簡 略 化 さ れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
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具 体 的 に は 、 例 え ば Ｉ Ｆ 周 波 数 の 下 限 が １ ８ ０ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ で 上 限 が ２ ０ ０ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ 、 更
に こ の 間 を ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ ス テ ッ プ で 周 波 数 設 定 し よ う と す る 場 合 、 サ ン プ リ ン グ 周 波
数 Ｆ ｓ １ ＝ １ ５ ３ ． ６ ［ Ｍ Ｈ ｚ ］ と す る と 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ ＝ ２ ０ ０ ［ Ｋ
Ｈ ｚ ］ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て は 、 周 波 数 下 限 時 の 位 相 差 デ ー タ φ を φ ＝
１ ３ ２ と し 、 Ｉ Ｆ 周 波 数 を ２ ０ ０ ［ Ｋ Ｈ ｚ ］ 変 更 す る 毎 に 位 相 差 デ ー タ φ を ” ＋ １ ” し 、
周 波 数 上 限 時 に お い て 位 相 差 デ ー タ φ を φ ＝ ２ ３ ２ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
（ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
更 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 図 ６ に 示 す よ う な デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ
ー タ に 使 用 す る こ と も で き る 。 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 出 力 信 号 の 中 心 周 波 数 Ｆ
ｉ ｆ ３ が 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 に 、 第 １ の 周 波
数 変 換 器 と 、 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と す る 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 と を 備 え 、 入 力 信 号
を 、 ２ 回 の 周 波 数 変 換 に よ っ て 、 入 力 信 号 よ り 高 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 換 す る と 共 に 、 サ ン
プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で サ ン プ リ ン グ さ れ た 信 号 と し て 出 力 す る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー
タ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 ６ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 変 形
例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 ま ず 入 力 さ れ た 中
心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ ＝ ０ ［ Ｈ ｚ ］ の 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ 、 Ｑ ） を 、 実 数 軸 フ ィ
ル タ ４ １ ａ と 虚 数 軸 フ ィ ル タ ４ １ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ４ １ に よ り 、 目 的 の 信
号 帯 域 に 帯 域 制 限 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
更 に 、 ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ４ １ の 出 力 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い
た 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ １
（ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ た 虚 数 軸 信
号 ” Ｓ １ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ４ ２ ｂ 、 ４ ２ ｃ 、
４ ２ ｄ 、 ４ ２ ｅ 及 び 減 算 器 ４ ２ ｆ 、 加 算 器 ４ ２ ｇ を 用 い て 複 素 乗 算 す る 周 波 数 変 換 器 ４ ２
に よ り 周 波 数 変 換 し 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 を 得 る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
次 に 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を Ｎ 倍 し て サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２ ＝ Ｆ
ｓ １ × Ｎ に 変 換 す る 実 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ ４ ３ ａ と 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ ４ ３ ｂ と を 備 え
た イ ン タ ポ レ ー タ ４ ３ に よ り イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン を 行 う と 共 に 、 イ ン タ ポ レ ー タ ４ ３ の 出
力 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ に よ り 生 成 し た
周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ ２ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ
） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ た 虚 数 軸 信 号 ” Ｓ ２ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ
ｃ ２ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ４ ４ ｂ 、 ４ ４ ｃ 及 び 減 算 器 ４ ４ ｄ を 用 い て 複 素 乗 算 す
る と 共 に 実 数 軸 信 号 を 出 力 す る 周 波 数 変 換 器 ４ ４ に よ り 周 波 数 変 換 し 、 目 的 の 中 心 周 波 数
Ｆ ｉ ｆ ３ の 実 数 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
さ て 、 こ の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔
Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ な い
場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数 と す る と 、
周 波 数 変 換 器 ４ ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ の 位
相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ
２ ） × Ｋ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ
る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発
振 器 ４ ２ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ２ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ
Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、
中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ
ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／
Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の
複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
同 様 に 、 こ の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な
い 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ４ ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数
値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ
１ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ （ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ２ ／
（ Ｆ Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相
デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ
Ｄ ２ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た
周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ
ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ
ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／
Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の
複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
更 に 、 こ の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔
Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ る 場
合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 こ の 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ４ ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部
発 振 器 ４ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ
× Ｋ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ
１ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ４ ２ ａ が 出 力 す る と 共
に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 周 波
数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ １ の 信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２
の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ
ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ４ ４ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／
Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の
複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ が 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 信 号 を 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ ３ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
な お 、 以 上 の 構 成 を 備 え た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ は 、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ の 倍 数 が 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 周 波 数 変 換
器 ４ ４ の み の 動 作 で 、 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ
と す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ４ ２ に よ る 周 波 数 変 換 を 停 止 し て も
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良 い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
ま た 、 本 構 成 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に お い て 、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 周 波 数 設 定 間
隔 Ｆ Ｄ ２ が 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ 以 下 の ス テ ッ プ で 設 定 可 能 な と き
、 周 波 数 変 換 器 ４ ４ の 数 値 制 御 発 振 器 に 対 す る 周 波 数 デ ー タ （ 位 相 差 デ ー タ ） 設 定 の 変 更
の み で 、 各 周 波 数 の 入 力 が 可 能 と な る た め 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ を 制 御 す る
制 御 部 の デ ー タ 設 定 時 間 が 、 ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 両 方 に デ ー タ 設 定 が 必 要 な 従 来 の デ ィ
ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に 比 較 し て 半 減 さ れ る だ け で な く 、 数 値 制 御 発 振 器 に 設 定 す る 周
波 数 デ ー タ の 演 算 が 簡 略 化 さ れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
（ 第 ６ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 受 信 機 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 第
１ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ っ て 、 受 信
機 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 ５ １ ａ を Ｄ Ａ Ｃ （ Digital to Analog Converte
r ） ５ １ ｂ に よ り ア ナ ロ グ 化 し 、 こ の 信 号 を Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ５ １ ｃ の リ フ ァ レ ン ス と す る 局 部
発 振 器 ５ １ を 備 え て お り 、 局 部 発 振 器 ５ １ の 出 力 す る 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信
号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ｐ × ｔ ） ” ） に よ り 周 波 数 変 換 す る ミ キ
サ ５ ２ を 用 い て 、 ま ず 入 力 さ れ た 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 受 信 信 号 （ 実 数 信 号 ） を 、 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 へ 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
な お 、 こ こ で 、 局 部 発 振 器 ５ １ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ５ １ ｃ の 逓 倍 比 を Ｐ 、 数 値 制 御 発 振 器 ５ １
ａ の 出 力 周 波 数 Ｆ ｃ １ と す る と 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ を 、 Ｆ ｃ ｐ ＝ Ｆ ｒ
ｆ － Ｆ ｉ ｆ ａ ＝ Ｆ ｃ １ × Ｐ と す る 信 号 を 出 力 す る 。 従 っ て 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波
数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ Ｐ （ ミ キ サ ５ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 ） も 、 数 値 制 御 発 振 器 ５ １ ａ の 周 波
数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ を Ｐ 倍 し た も の と な る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
ま た 、 該 ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 の 周 波 数 帯 域 を 通 過 周 波 数 帯 域 と す る バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ ５ ３ に よ り 、 ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 を 抽 出 し 、 Ａ Ｄ Ｃ （ Analog to Digital Converte
r） ５ ４ へ 入 力 す る 。
Ａ Ｄ Ｃ ５ ４ で は 、 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 を 量 子 化 し 、 「 サ ブ ナ イ キ ス ト 　 サ
ン プ リ ン グ 」 さ れ た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の デ ィ ジ タ ル 中 間 周 波 数 信 号 を 生 成 す る 。
そ し て 、 Ａ Ｄ Ｃ ５ ４ の 出 力 を 、 図 ３ を 用 い て 説 明 し た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ １ １ を
用 い て 復 調 器 ５ ５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 の 複 素 数 信 号 （ Ｉ 、 Ｑ ） へ 変 換 し 、 復 調 器
５ ５ へ 入 力 す る 。
復 調 器 ５ ５ で は 、 デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ １ １ が 出 力 す る 信 号 を 復 調 し て 受 信 デ ー タ
を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
さ て 、 こ の 受 信 機 に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が ミ キ サ ５
２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で 、 Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ な い 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 こ の 場 合 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ １ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 ミ キ サ ５ ２ は 、 サ ン プ リ
ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 、 数 値 制 御 発 振 器
５ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １
／ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数
と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ５ １ が 出 力 す
る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設
定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 信 号 を 中
心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ ２ と す
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る 。 そ し て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 を
Ａ Ｄ Ｃ ５ ４ で 「 サ ブ ナ イ キ ス ト 　 サ ン プ リ ン グ 」 し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ で サ ン プ リ ン グ
周 波 数 Ｆ ｓ １ の 信 号 を 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ が 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ）
× Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ
り 累 算 す る 局 部 発 振 器 １ ２ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ
２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー
カ ル 信 号 を 用 い て 、 復 調 器 ５ ５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
同 様 に 、 こ の 受 信 機 に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が ミ キ サ
５ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で 、 Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 ミ キ サ ５ ２ は 、
サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 、 数 値 制
御 発 振 器 ５ １ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ
Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の
中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ５ １
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定
間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の
信 号 を 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ と す る
。 そ し て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 を Ａ Ｄ Ｃ ５ ４ で 「 サ ブ ナ イ キ ス
ト 　 サ ン プ リ ン グ 」 し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ で サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ の 信 号 を 、 周 波
数 変 換 器 １ ２ が 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中
で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 １ ２ ａ
が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） ／ Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ
プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 復 調 器 ５
５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
更 に 、 こ の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に お い て 、 例 え ば 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ が ミ キ サ ５ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ る 場
合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 、 ミ キ サ ５ ２ は 、 サ
ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 数 値 制 御 発
振 器 ５ １ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ
１ ／ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ ／ Ｌ １ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整
数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ５ １ が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ １ × Ｌ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で
設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 信 号 を
中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 １ ２ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２
を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ と す る 。 そ し て 、 中 心 周 波
数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号 を Ａ Ｄ Ｃ ５ ４ で 「 サ ブ ナ イ キ ス ト 　 サ ン プ リ ン グ 」
し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ で サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ の 信 号 を 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ が 、 Ｍ
２ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を
モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 １ ２ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ で
計 算 さ れ る Ｆ Ｄ ２ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル
信 号 を 用 い て 、 復 調 器 ５ ５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
な お 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 は 、 ミ キ サ ５ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ の 倍 数 が 受 信 信
号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 ミ キ サ ５ ２ の み の 動 作 で 、 周 波 数 設 定 間
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隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 を 、 復 調 器 ５ ５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 へ 変 換
す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 場 合 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ に よ る 周 波 数 変 換 を 停 止 し て も 良
い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
ま た 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 の 各 変 数 の 設 定 値 は 、 以 下 の 表 ６ か ら 表 ９ に 示 す よ う な
値 と す る こ と が で き る 。 な お 、 表 ６ 及 び 表 ７ は Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お け る 各 変 数 の 設
定 例 を 、 表 ８ は Ｉ Ｓ － ９ ５ Ｂ ａ ｎ ｄ （ Ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ０ ） に お け る 各 変 数 の 設 定 例 を 、 表 ９ は
Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ シ ス テ ム に お け る 各 変 数 の 設 定 例 を 示 す 。
【 ０ １ ０ ７ 】
【 表 ６ 】 10
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【 ０ １ １ １ 】
更 に 、 本 構 成 の 受 信 機 に お い て も 、 ミ キ サ ５ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ が 、 要 求 さ れ た 受
信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ 以 下 の ス テ ッ プ で 設 定 可 能 な と き 、 局 部 発 振 器 ５ １ の 数 値 制
御 発 振 器 に 対 す る 周 波 数 デ ー タ （ 位 相 差 デ ー タ ） 設 定 の 変 更 の み で 、 各 周 波 数 の 入 力 が 可
能 と な る た め 、 こ の 受 信 機 を 制 御 す る 制 御 部 の デ ー タ 設 定 時 間 が 、 従 来 の 受 信 機 に 比 較 し
て 削 減 さ れ る だ け で な く 、 数 値 制 御 発 振 器 に 設 定 す る 周 波 数 デ ー タ の 演 算 が 簡 略 化 さ れ る
と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
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（ 第 ７ の 実 施 の 形 態 ）
ま た 、 図 ８ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ っ て 、 図 ７ に 示 す 受 信 機 の ミ キ サ ５ ２ に 代 え て 、 直 交 復 調 器 ８ ２ を 用 い 、 受 信 信 号
が ア ナ ロ グ 信 号 の 状 態 で 直 交 復 調 さ れ る 場 合 の 構 成 例 で あ る 。
図 ８ に お い て 、 受 信 機 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 ８ １ ａ を Ｄ Ａ Ｃ （ Digital 
to Analog Converter ） ８ １ ｂ に よ り ア ナ ロ グ 化 し 、 こ の 信 号 を Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ８ １ ｃ の リ フ
ァ レ ン ス と す る 局 部 発 振 器 ８ １ を 備 え て お り 、 局 部 発 振 器 ８ １ の 出 力 す る 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の
ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ １ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ｐ × ｔ ） ” と 、 実
数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 進 ん だ 虚 数 軸 信 号 ” － Ｓ １ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ ｐ × ｔ
） ” ） を 用 い て 、 実 数 軸 ミ キ サ ８ ２ ａ と 虚 数 軸 ミ キ サ ８ ２ ｂ と を 備 え た 直 交 復 調 器 ８ ２ が
、 ま ず 入 力 さ れ た 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 受 信 信 号 （ 実 数 信 号 ） を 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア
ナ ロ グ 中 間 周 波 複 素 数 信 号 へ 変 換 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
な お 、 こ こ で 、 局 部 発 振 器 ８ １ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ８ １ ｃ の 逓 倍 比 を Ｐ 、 数 値 制 御 発 振 器 ８ １
ａ の 出 力 周 波 数 Ｆ ｃ １ と す る と 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ を 、 Ｆ ｃ ｐ ＝ Ｆ ｒ
ｆ － Ｆ ｉ ｆ ａ ＝ Ｆ ｃ １ × Ｐ と す る 信 号 を 出 力 す る 。 従 っ て 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波
数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ Ｐ （ 直 交 復 調 器 ８ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 ） も 、 数 値 制 御 発 振 器 ８ １ ａ の
周 波 数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ を Ｐ 倍 し た も の と な る 。
【 ０ １ １ ４ 】
ま た 、 該 ア ナ ロ グ 中 間 周 波 複 素 数 信 号 の 周 波 数 帯 域 を 通 過 周 波 数 帯 域 と す る 実 数 軸 バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ ８ ３ ａ と 虚 数 軸 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ８ ３ ｂ と を 備 え た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ８
３ に よ り 、 ア ナ ロ グ 中 間 周 波 複 素 数 信 号 を 抽 出 し 、 実 数 軸 用 Ａ Ｄ Ｃ ８ ４ ａ と 虚 数 軸 用 Ａ Ｄ
Ｃ ８ ４ ｂ と を 備 え た Ａ Ｄ Ｃ （ Analog to Digital Converter） ８ ４ へ 入 力 す る 。
Ａ Ｄ Ｃ ８ ４ で は 、 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ 中 間 周 波 複 素 数 信 号 を 量 子 化 し 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ
２ の デ ィ ジ タ ル 中 間 周 波 数 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
そ し て 、 Ａ Ｄ Ｃ ８ ４ の 出 力 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ８
５ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ ２ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ
（ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 進 ん だ 虚 数 軸 信 号 ” － Ｓ ２ （ ｔ
） ＝ － ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ８ ５ ｂ 、 ８ ５ ｃ 、 ８ ５ ｄ 、 ８
５ ｅ 及 び 減 算 器 ８ ５ ｆ 、 加 算 器 ８ ５ ｇ を 用 い て 複 素 乗 算 す る 周 波 数 変 換 器 ８ ５ に よ り 周 波
数 変 換 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
次 に 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を １ ／ Ｎ 倍 し て サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ ２
＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｎ に 変 換 す る 実 数 軸 デ シ メ ー タ ８ ６ ａ と 虚 数 軸 デ シ メ ー タ ８ ６ ｂ と を 備 え た デ
シ メ ー タ ８ ６ に よ り デ シ メ ー シ ョ ン を 行 う と 共 に 、 実 数 軸 フ ィ ル タ ８ ７ ａ と 虚 数 軸 フ ィ ル
タ ８ ７ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ８ ７ に よ り 、 目 的 の 信 号 帯 域 の 帯 域 制 限 が 実 施 さ
れ た 復 調 器 ５ ５ の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 の 複 素 数 信 号 （ Ｉ 、 Ｑ ） へ 変 換 し 、 復 調 器 ５
５ へ 入 力 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
な お 、 こ の 受 信 機 に お い て 、 数 値 制 御 発 振 器 ８ １ ａ と 、 局 部 発 振 器 ８ １ と 、 局 部 発 振 器 ８
５ ａ と 、 周 波 数 変 換 器 ８ ５ は 、 要 求 さ れ た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ と 直 交 復 調 器 ８
２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ と の 関 係 に 基 づ き 、 図 ７ を 用 い て 説 明 し た 受 信 機 に 備 え ら れ た
数 値 制 御 発 振 器 ５ １ ａ と 、 局 部 発 振 器 ５ １ と 、 局 部 発 振 器 １ ２ ａ と 、 周 波 数 変 換 器 １ ２ と
同 様 の 動 作 を 行 う 。
【 ０ １ １ ８ 】
ま た 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 も 、 直 交 復 調 器 ８ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ の 倍 数 が 入
力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 直 交 復 調 器 ８ ２ の み の 動 作 で 、 周 波
数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 を 、 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 へ
変 換 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ８ ５ に よ る 周 波 数 変 換 を 停 止 し て
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も 良 い 。
【 ０ １ １ ９ 】
ま た 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 受 信 機 の 各 変 数 の 設 定 値 は 、 以 下 の 表 １ ０ か ら 表 １ ３ に 示 す よ
う な 値 と す る こ と が で き る 。 な お 、 表 １ ０ 及 び 表 １ １ は Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お け る 各
変 数 の 設 定 例 を 、 表 １ ２ は Ｉ Ｓ － ９ ５ Ｂ ａ ｎ ｄ （ Ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ０ ） に お け る 各 変 数 の 設 定 例
を 、 表 １ ３ は Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ シ ス テ ム に お け る 各 変 数 の 設 定 例 を 示 す 。
【 ０ １ ２ ０ 】
【 表 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
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【 表 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ２ 】
【 表 １ ２ 】
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【 ０ １ ２ ３ 】
【 表 １ ３ 】

10

20

30

40

(43) JP 2004-193996 A 2004.7.8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ４ 】
更 に 、 本 構 成 の 受 信 機 に お い て も 、 直 交 復 調 器 ８ ２ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ が 、 要 求 さ れ
た 受 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ 以 下 の ス テ ッ プ で 設 定 可 能 な と き 、 局 部 発 振 器 ８ １ の 数
値 制 御 発 振 器 に 対 す る 周 波 数 デ ー タ （ 位 相 差 デ ー タ ） 設 定 の 変 更 の み で 、 各 周 波 数 の 入 力
が 可 能 と な る た め 、 こ の 受 信 機 を 制 御 す る 制 御 部 の デ ー タ 設 定 時 間 が 、 従 来 の 受 信 機 に 比
較 し て 削 減 さ れ る だ け で な く 、 数 値 制 御 発 振 器 に 設 定 す る 周 波 数 デ ー タ の 演 算 が 簡 略 化 さ
れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
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ま た 、 本 構 成 の 受 信 機 で は 、 ア ナ ロ グ 中 間 周 波 複 素 数 信 号 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ を 低 く 設
定 す る こ と が で き る の で 、 後 段 の 周 波 数 変 換 器 ８ ５ を 構 成 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制
御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ８ ５ ａ に 必 要 な 位 相 振 幅 デ ー タ の 数 を 比 較 的 少 な 目 に す る こ
と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
（ 第 ８ の 実 施 の 形 態 ）
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 図 ９ に 示 す よ う な 送 信 機 に 使 用 す る こ と も
で き る 。
図 ９ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 送 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
っ て 、 送 信 機 は 、 ま ず 、 送 信 機 で 送 信 す る 送 信 デ ー タ に よ り 搬 送 波 を 変 調 す る 変 調 器 ６ １
が 出 力 す る 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ 、 Ｑ ） を 、 実 数 軸 フ ィ ル タ ６ ２ ａ と 虚 数 軸 フ
ィ ル タ ６ ２ ｂ と を 備 え た ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ６ ２ に よ り 、 目 的 の 信 号 帯 域 に 帯 域 制 限 す る
。
【 ０ １ ２ ７ 】
更 に 、 ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ ６ ２ の 出 力 信 号 を 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い
た 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ に よ り 生 成 し た 周 波 数 Ｆ ｃ １ ＝ Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸
信 号 ” Ｃ １ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” と 、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ
た 虚 数 軸 信 号 ” Ｓ １ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ １ × ｔ ） ” ） と 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ６ ３ ｂ
、 ６ ３ ｃ 、 ６ ３ ｄ 、 ６ ３ ｅ 及 び 減 算 器 ６ ３ ｆ 、 加 算 器 ６ ３ ｇ を 用 い て 複 素 乗 算 す る 周 波 数
変 換 器 ６ ３ に よ り 周 波 数 変 換 し 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 を 得 る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
次 に 、 イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ６ ８ に お い て 、 複 素 数 信 号 の サ ン プ リ ン グ
周 波 数 を Ｎ 倍 に す る 実 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ ６ ４ ａ と 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ ６ ４ ｂ と に よ り
イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 入 力 さ れ た 信 号 の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ を Ｆ ｓ ２ ＝ Ｆ ｓ
１ × Ｎ へ 変 換 し 、 更 に 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ６ ５ の フ ィ ル タ 係 数 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数
値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ の 出 力 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ ２ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ × ｔ ） ” と
、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ た 虚 数 軸 信 号 ” Ｓ ２ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ ２ ×
ｔ ） ” ） を 乗 算 器 ６ ６ ａ 、 ６ ６ ｂ に よ り 乗 算 し て 生 成 す る バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の バ ン ド パ
ス 実 数 軸 フ ィ ル タ ６ ７ ａ と バ ン ド パ ス 虚 数 軸 フ ィ ル タ ６ ７ ｂ 、 及 び 減 算 器 ６ ７ ｃ 、 加 算 器
６ ７ ｄ を 備 え 、 イ ン タ ポ レ ー タ ６ ４ ａ 、 ６ ４ ｂ の 出 力 信 号 に 複 素 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処
理 を 施 す 。
【 ０ １ ２ ９ 】
更 に 、 イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ６ ８ の 出 力 を 実 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ （ Digital to
 Analog Converter ） ６ ９ ａ と 虚 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ （ Digital to Analog Converter ） ６ ９ ｂ
と に よ り 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の デ ィ ジ タ ル 信 号 か ら 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周
波 数 信 号 へ 変 換 す る 。
そ し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ を Ｄ Ａ Ｃ ７ ０ ｂ に よ り ア ナ ロ グ 化 し た
信 号 を Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ７ ０ ｃ の リ フ ァ レ ン ス と す る 局 部 発 振 器 ７ ０ が 出 力 す る 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の
複 素 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 （ 実 数 軸 信 号 ” Ｃ ３ （ ｔ ） ＝ ｃ ｏ ｓ （ ２ π × Ｆ ｃ ｐ × ｔ ） ” と
、 実 数 軸 信 号 よ り ９ ０ 度 位 相 の 遅 れ た 虚 数 軸 信 号 ” Ｓ ３ （ ｔ ） ＝ ｓ ｉ ｎ （ ２ π × Ｆ ｃ ｐ ×
ｔ ） ” ） と 、 実 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ ６ ９ ａ と 虚 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ ６ ９ ｂ の 出 力 す る 複 素 の ア ナ ロ グ 中
間 周 波 数 信 号 と を 、 そ れ ぞ れ 乗 算 器 ７ １ ａ 、 ７ １ ｂ 及 び 減 算 器 ７ １ ｃ を 用 い て 複 素 乗 算 す
る と 共 に 実 数 軸 信 号 を 出 力 す る 直 交 変 調 器 ７ １ に よ り 周 波 数 変 換 し 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ
ｒ ｆ の 送 信 信 号 （ 実 数 信 号 ） を 出 力 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
な お 、 こ こ で 、 局 部 発 振 器 ７ ０ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ７ ０ ｃ の 逓 倍 比 を Ｐ 、 数 値 制 御 発 振 器 ７ ０
ａ の 出 力 周 波 数 Ｆ ｃ ２ と す る と 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ を 、 Ｆ ｃ ｐ ＝ Ｆ ｒ
ｆ － Ｆ ｉ ｆ ａ ＝ Ｆ ｃ ２ × Ｐ と す る 信 号 を 出 力 す る 。 従 っ て 、 ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 の 周 波
数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ Ｐ （ 直 交 変 調 器 ７ １ の 周 波 数 設 定 間 隔 ） も 、 数 値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ の
周 波 数 設 定 ス テ ッ プ Ｆ Ｄ を Ｐ 倍 し た も の と な る 。
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【 ０ １ ３ １ 】
さ て 、 こ の 送 信 機 に お い て 、 要 求 さ れ た 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 直 交 変 調 器 ７ １
の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ な い 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 こ の 場 合 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ 、 及 び Ｌ ２ を 任 意 の 整 数 と す る と 、 周 波 数 変 換 器 ６ ３ は 、 第
１ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相
差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ １ と す る 。 そ し
て 、 変 調 器 ６ １ が 出 力 す る サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ の 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ
、 Ｑ ） を 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数
と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ が 出 力
す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ Ｐ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周
波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ
ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
ま た 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 、
数 値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２ を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ
２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の デ ィ ジ タ ル 中 間 周 波 数 信 号
を Ｄ Ａ Ｃ ６ ９ ａ 、 ６ ９ ｂ で ア ナ ロ グ 化 し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号
を 、 直 交 変 調 器 ７ １ が 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数
と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ７ ０ が 出 力 す
る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設
定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 送
信 信 号 （ 実 数 信 号 ） に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
同 様 に 、 こ の 送 信 機 に お い て 、 要 求 さ れ た 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 直 交 変 調 器 ７
１ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 の 動 作 に つ い て 説
明 す る 。 こ の 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ６ ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局
部 発 振 器 ６ ３ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ （
Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ と す る 。 そ し て 、 変 調 器 ６ １ が 出 力 す る サ ン プ リ ン グ 周 波
数 Ｆ ｓ １ の 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ 、 Ｑ ） を 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ
　 Ｆ Ｄ ） × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ
演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ （ Ｆ Ｄ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ 　 Ｆ
Ｄ ） ／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ １ の
複 素 ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
ま た 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 、
数 値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２ を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ
２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の デ ィ ジ タ ル 中 間 周 波 数 信 号
を Ｄ Ａ Ｃ ６ ９ ａ 、 ６ ９ ｂ で ア ナ ロ グ 化 し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号
を 、 直 交 変 調 器 ７ １ が 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数
と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ７ ０ が 出 力 す
る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設
定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 送
信 信 号 （ 実 数 信 号 ） に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
更 に 、 こ の 送 信 機 に お い て 、 要 求 さ れ た 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 直 交 変 調 器 ７ １
の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ
Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 周 波 数
変 換 器 ６ ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ の 位 相 差 デ
ー タ φ １ を 、 位 相 差 デ ー タ φ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ ｃ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ と す る 。 そ し て 、
変 調 器 ６ １ が 出 力 す る サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ １ の 複 素 数 信 号 （ ベ ー ス バ ン ド 信 号 Ｉ 、 Ｑ

10

20

30

40

50

(46) JP 2004-193996 A 2004.7.8



） を 、 Ｍ １ ＝ Ｆ ｓ １ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｍ １ の 中 で 整 数 と な る Ｍ １ を 法 と し て 位 相
デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ６ ３ ａ が 出 力 す る と 共 に 、 Ｆ Ｄ １ ＝ Ｆ Ｄ
／ Ｋ １ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ １ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ １ の 複 素
ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の 複 素 数 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
ま た 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 Ｆ ｓ で 動 作 す る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 、
数 値 制 御 発 振 器 ７ ０ ａ の 位 相 差 デ ー タ φ ２ を 、 位 相 差 デ ー タ φ ２ ＝ Ｆ ｃ ２ ／ Ｆ Ｄ ２ ＝ Ｆ ｃ
２ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ２ の デ ィ ジ タ ル 中 間 周 波 数 信 号
を Ｄ Ａ Ｃ ６ ９ ａ 、 ６ ９ ｂ で ア ナ ロ グ 化 し た 中 心 周 波 数 Ｆ ｉ ｆ ａ の ア ナ ロ グ 中 間 周 波 数 信 号
を 、 直 交 変 調 器 ７ １ が 、 Ｍ ２ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ２ ／ Ｌ ２ × Ｐ で 計 算 さ れ る Ｍ ２ の 中 で 整 数
と な る Ｍ ２ を 法 と し て 位 相 デ ー タ を モ ジ ュ ロ 演 算 に よ り 累 算 す る 局 部 発 振 器 ７ ０ が 出 力 す
る と 共 に 、 Ｆ Ｄ Ｐ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ２ × Ｌ ２ で 計 算 さ れ る Ｆ Ｄ Ｐ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設
定 さ れ た 、 周 波 数 Ｆ ｃ ｐ の ア ナ ロ グ ロ ー カ ル 信 号 を 用 い て 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 送
信 信 号 （ 実 数 信 号 ） に 変 換 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
な お 、 以 上 の 構 成 を 備 え た 送 信 機 は 、 直 交 変 調 器 ７ １ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ の 倍 数 が 送
信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 直 交 変 調 器 ７ １ の み の 動 作 で 、 送 信
信 号 を 、 目 的 の 中 心 周 波 数 Ｆ ｒ ｆ の 送 信 信 号 （ 実 数 信 号 ） に 変 換 す る こ と が で き る 。 そ の
よ う な 場 合 、 周 波 数 変 換 器 ６ ３ に よ る 周 波 数 変 換 を 停 止 し て も 良 い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
ま た 、 本 構 成 の 送 信 機 に お い て も 、 直 交 変 調 器 ７ １ の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ が 、 要 求 さ れ
た 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ 以 下 の ス テ ッ プ で 設 定 可 能 な と き 、 局 部 発 振 器 ７ ０ の 数
値 制 御 発 振 器 に 対 す る 周 波 数 デ ー タ （ 位 相 差 デ ー タ ） 設 定 の 変 更 の み で 、 各 周 波 数 の 出 力
が 可 能 と な る た め 、 こ の 送 信 機 を 制 御 す る 制 御 部 の デ ー タ 設 定 時 間 が 、 従 来 の 送 信 機 に 比
較 し て 削 減 さ れ る だ け で な く 、 数 値 制 御 発 振 器 に 設 定 す る 周 波 数 デ ー タ の 演 算 が 簡 略 化 さ
れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 は 、 出 力 す る 信 号 の サ ン プ リ ン
グ 周 波 数 を Ｆ ｓ 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 更 に Ｋ 及 び
Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ
を 用 い 、 位 相 演 算 器 １ ｂ に お い て 、 入 力 さ れ た 位 相 差 デ ー タ と 位 相 レ ジ ス タ １ ａ の 出 力 す
る 位 相 デ ー タ と の Ｍ を 法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 を 行 い 位 相 デ ー タ を 生 成 し 、 Ｍ 個 の 振 幅 デ ー
タ か ら 成 る 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル を 記 憶 す る Ｒ Ｏ Ｍ ２ の デ ー タ 端 子 か ら 位 相 デ ー タ に 対 応
し た 振 幅 デ ー タ を 出 力 す る こ と に よ り 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ を 出 力 信 号
の 周 波 数 設 定 間 隔 と す る 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
従 っ て 、 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス
の 数 値 制 御 発 振 器 を 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る こ と
で 、 数 値 制 御 発 振 器 の 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
同 様 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い て 、 第 ２ か ら 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 示 す
よ う な デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ や デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 、 更 に は 復 調 器 を 備 え
た 受 信 機 や 変 調 器 を 備 え た 送 信 機 を 実 現 す る と 、 従 来 よ り 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 し た デ
ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ や デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 、 更 に は 受 信 機 や 送 信 機 を 実 現
す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 如 く 、 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 に よ れ ば 、 要 求 さ れ た 出 力 信 号 の 周 波 数 設
定 間 隔 の 上 限 値 を Ｆ Ｄ と し 、 Ｋ 及 び Ｌ を 任 意 の 整 数 と し た 場 合 、 位 相 累 算 器 に よ っ て 、 位
相 差 デ ー タ を Ｍ （ 但 し 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る Ｍ の 中 で 整 数 と な る Ｍ ） を
法 と す る モ ジ ュ ロ 演 算 を 用 い た 累 算 に よ り 位 相 デ ー タ を 生 成 し 、 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の
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ア ド レ ス と し て 入 力 す る こ と で 、 位 相 振 幅 変 換 テ ー ブ ル の 出 力 と し て 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ ×
Ｌ で 計 算 さ れ る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 で 設 定 さ れ た 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
従 っ て 、 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス
の 数 値 制 御 発 振 器 を 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る こ と
で 、 数 値 制 御 発 振 器 の 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ
る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と
し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る こ と で 、 入
力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が ｄ Ｆ
で 割 り 切 れ る 場 合 に は 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の
入 力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
従 っ て 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る 従 来 よ り 少 な い Ｍ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ
の み に よ り 実 現 す る と 共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と
し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 を 許 容
周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 消
費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 周 波 数 を 変 換 す る
た め に 用 意 さ れ た ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 内 、 一 方 を Ｍ １ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ
り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制
御 発 振 器 を 備 え て 実 現 し 、 も う 一 方 を Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 扱 う 信 号
の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 備
え て 実 現 す る こ と で 、 そ れ ぞ れ 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の
周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ １ が Ｆ Ｄ で 割 り
切 れ な い 場 合 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ
Ｄ １ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ １ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ １
が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 に 対 応 で き る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ を 実 現 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
従 っ て 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ １ 個 、 及 び Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る と
共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た ２ つ の 低 ス プ リ ア
ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 を 許 容 周 波 数 偏 差 以 内
の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 消 費 電 力 と コ ス ト
を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設
定 間 隔 Ｆ Ｄ １ の 倍 数 が 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 １ の 周 波
数 変 換 器 の み の 動 作 で 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の
入 力 信 号 を 、 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
従 っ て 、 更 に 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 を 許 容 周 波 数 偏 差 以 内 の 希 望 の 周 波 数 へ
変 換 す る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る と
い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 ｄ Ｆ ＝ Ｆ Ｄ ／ Ｋ × Ｌ で 計 算 さ れ
る ｄ Ｆ ス テ ッ プ の 周 波 数 設 定 間 隔 を 持 つ 請 求 項 １ に 記 載 の 数 値 制 御 発 振 器 を 局 部 発 振 器 と
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し て 発 生 し た 周 波 数 信 号 を 用 い て 、 周 波 数 変 換 器 が 入 力 信 号 を 周 波 数 変 換 す る こ と で 、 出
力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 ｄ Ｆ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が ｄ Ｆ
で 割 り 切 れ る 場 合 に は 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ Ｄ
と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
従 っ て 、 Ｍ ＝ Ｆ ｓ ／ Ｆ Ｄ × Ｋ ／ Ｌ で 計 算 さ れ る 従 来 よ り 少 な い Ｍ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ
の み に よ り 実 現 す る と 共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と
し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 出 力 す
る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る
と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
請 求 項 ８ か ら 請 求 項 １ ０ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 周 波 数 を 変 換 す
る た め に 用 意 さ れ た ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 内 、 一 方 を Ｍ １ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に
よ り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値
制 御 発 振 器 を 備 え て 実 現 し 、 も う 一 方 を Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 扱 う 信
号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を
備 え て 実 現 す る こ と で 、 そ れ ぞ れ 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器
の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 出 力 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ ２ が Ｆ Ｄ で 割
り 切 れ な い 場 合 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔
Ｆ Ｄ ２ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ ２ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ
２ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 に 対 応 で き る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
従 っ て 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ １ 個 、 及 び Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る と
共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た ２ つ の 低 ス プ リ ア
ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 を 出 力 す る こ と が で き
る デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ に よ れ ば 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数
設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ の 倍 数 が 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 ２ の 周
波 数 変 換 器 の み の 動 作 で 、 デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を Ｆ
Ｄ と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
従 っ て 、 更 に 、 要 求 さ れ た 周 波 数 設 定 間 隔 の 信 号 を 出 力 す る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ア ッ
プ コ ン バ ー タ の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
一 方 、 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 受 信 機 に よ れ ば 、 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の
周 波 数 に 受 信 信 号 の 周 波 数 を 合 わ せ る た め に 用 意 さ れ た ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 内 、 一 方 を
Ｍ １ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定
間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 備 え て 実 現 し 、 も う 一 方 を Ｍ ２ 個 の 低 容
量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し
た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 備 え て 実 現 す る こ と で 、 そ れ ぞ れ 、 入 力 信 号 の 周 波 数
設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割
り 切 れ な い 場 合 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔
Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第
１ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ
る い は Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 に 対 応 で き る 受 信 機 を 実 現
す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ５ ６ 】
従 っ て 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ １ 個 、 及 び Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る と
共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た ２ つ の 低 ス プ リ ア
ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周
波 数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 受 信 機 の 消 費 電
力 と コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 受 信 機 に よ れ ば 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ １ の 倍 数
が 入 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 １ の 周 波 数 変 換 器 の み の 動 作
で 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波 数 を 復 調 器 の 要 求 す る 入 力
信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
従 っ て 、 更 に 、 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ で 入 力 さ れ る 受 信 機 の 受 信 信 号 の 周 波 数 を 復 調 器 の 要
求 す る 入 力 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 受 信 機 の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と
が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
請 求 項 １ ６ か ら 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 送 信 機 に よ れ ば 、 変 調 器 の 出 力 す る 送 信 信 号 の 周 波 数
を 目 的 の 周 波 数 に 合 わ せ る た め に 用 意 さ れ た ２ 個 の 周 波 数 変 換 器 の 内 、 一 方 を Ｍ １ 個 の 低
容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と
し た 低 ス プ リ ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 備 え て 実 現 し 、 も う 一 方 を Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ
ー タ の み に よ り 、 扱 う 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た 低 ス プ リ
ア ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 備 え て 実 現 す る こ と で 、 そ れ ぞ れ 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ
Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ な い
場 合 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 未 満
で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ な い 場 合 、 出 力 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ が 第 ２ の 周 波 数
変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ Ｐ 以 上 で か つ Ｆ Ｄ が Ｆ Ｄ Ｐ で 割 り 切 れ る 場 合 、 あ る い は Ｆ Ｄ
が Ｆ Ｄ Ｐ 未 満 で か つ Ｆ Ｄ Ｐ が Ｆ Ｄ で 割 り 切 れ る 場 合 に 対 応 で き る 送 信 機 を 実 現 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
従 っ て 、 従 来 よ り 少 な い Ｍ １ 個 、 及 び Ｍ ２ 個 の 低 容 量 の 振 幅 デ ー タ の み に よ り 実 現 す る と
共 に 出 力 す る 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 を 希 望 の 周 波 数 設 定 間 隔 以 下 と し た ２ つ の 低 ス プ リ ア
ス の 数 値 制 御 発 振 器 を 利 用 し て 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的
の 送 信 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 送 信 機 の 消 費 電 力 と コ ス ト を 低 減 す る
こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
請 求 項 １ ９ に 記 載 の 送 信 機 に よ れ ば 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ ２ の 倍 数
が 送 信 信 号 の 周 波 数 設 定 間 隔 Ｆ Ｄ の 倍 数 と 一 致 す る 場 合 、 第 ２ の 周 波 数 変 換 器 の み の 動 作
で 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号 の 周 波 数 に 正 確 に
合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
従 っ て 、 更 に 、 変 調 器 の 出 力 す る ベ ー ス バ ン ド 送 信 信 号 の 周 波 数 を 目 的 の 送 信 信 号 の 周 波
数 に 正 確 に 合 わ せ る こ と が で き る 送 信 機 の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が
得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 数 値 制 御 発 振 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 従 来 の 数 値 制 御 発 振 器 と 、 同 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 と の ス プ リ ア ス 特 性 の
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 同 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 構
成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 構 成
例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ の 変 形
例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た デ ィ ジ タ ル ア ッ プ コ ン バ ー タ の 変 形
例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 数 値 制 御 発 振 器 を 用 い た 送 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ・ ・ ・ 位 相 累 算 器 、 １ ａ ・ ・ ・ 位 相 レ ジ ス タ 、 １ ｂ ・ ・ ・ 位 相 演 算 器 、 ２ ・ ・ ・ Ｒ Ｏ Ｍ
、 １ １ ・ ・ ・ デ ィ ジ タ ル ダ ウ ン コ ン バ ー タ 、 １ ２ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 １ ２ ａ ・ ・ ・ 局 部
発 振 器 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 １ ３ ・ ・ ・ デ シ メ ー タ 、 １ ３ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 デ シ
メ ー タ 、 １ ３ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 デ シ メ ー タ 、 １ ４ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ 、 １ ４ ａ ・ ・ ・
実 数 軸 フ ィ ル タ 、 １ ４ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ２ １ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ 、 ２ １ ａ
・ ・ ・ 実 数 軸 フ ィ ル タ 、 ２ １ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ２ ２ ・ ・ ・ イ ン タ ポ レ ー タ 、 ２ ２
ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ 、 ２ ２ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ 、 ２ ３ ・ ・ ・ 周 波 数
変 換 器 、 ２ ３ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ２ ３ ｄ ・ ・ ・ 減 算 器 、
３ １ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 ３ １ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ３ １ ｂ 、 ３ １ ｃ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ３ ２
・ ・ ・ デ シ メ ー タ 、 ３ ２ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 デ シ メ ー タ 、 ３ ２ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 デ シ メ ー タ 、 ３
３ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 ３ ３ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ３ ３ ｂ 、 ３ ３ ｃ 、 ３ ３ ｄ 、 ３ ３ ｅ ・ ・
・ 乗 算 器 、 ３ ３ ｆ ・ ・ ・ 減 算 器 、 ３ ３ ｇ ・ ・ ・ 加 算 器 、 ３ ４ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ 、
３ ４ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 フ ィ ル タ 、 ３ ４ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ４ １ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ
ル タ 、 ４ １ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 フ ィ ル タ 、 ４ １ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ４ ２ ・ ・ ・ 周 波 数 変
換 器 、 ４ ２ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ４ ２ ｂ 、 ４ ２ ｃ 、 ４ ２ ｄ 、 ４ ２ ｅ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ４ ２ ｆ
・ ・ ・ 減 算 器 、 ４ ２ ｇ ・ ・ ・ 加 算 器 、 ４ ３ ・ ・ ・ イ ン タ ポ レ ー タ 、 ４ ３ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 イ
ン タ ポ レ ー タ 、 ４ ３ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ 、 ４ ４ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 ４ ４ ａ ・
・ ・ 局 部 発 振 器 、 ４ ４ ｂ 、 ４ ４ ｃ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ４ ４ ｄ ・ ・ ・ 減 算 器 、 ５ １ ・ ・ ・ 局 部 発
振 器 、 ５ １ ａ ・ ・ ・ 数 値 制 御 発 振 器 、 ５ １ ｂ ・ ・ ・ Ｄ Ａ Ｃ 、 ５ １ ｃ ・ ・ ・ Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 、 ５
２ ・ ・ ・ ミ キ サ 、 ５ ３ ・ ・ ・ バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 ５ ４ ・ ・ ・ Ａ Ｄ Ｃ 、 ５ ５ ・ ・ ・ 復 調 器
、 ６ １ ・ ・ ・ 変 調 器 、 ６ ２ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ 、 ６ ２ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 フ ィ ル タ 、 ６
２ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ６ ３ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 ６ ３ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ６ ３ ｂ
、 ６ ３ ｃ 、 ６ ３ ｄ 、 ６ ３ ｅ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ６ ３ ｆ ・ ・ ・ 減 算 器 、 ６ ３ ｇ ・ ・ ・ 加 算 器 、 ６
４ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ 、 ６ ４ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 イ ン タ ポ レ ー タ 、 ６ ５ ・ ・ ・ ロ ー
パ ス フ ィ ル タ 、 ６ ６ ａ 、 ６ ６ ｂ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ６ ７ ａ ・ ・ ・ バ ン ド パ ス 実 数 軸 フ ィ ル タ 、
６ ７ ｂ ・ ・ ・ バ ン ド パ ス 虚 数 軸 フ ィ ル タ 、 ６ ７ ｃ ・ ・ ・ 減 算 器 、 ６ ７ ｄ ・ ・ ・ 加 算 器 、 ６
８ ・ ・ ・ イ ン タ ポ レ ー シ ョ ン バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 ６ ９ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ 、 ６ ９ ｂ
・ ・ ・ 虚 数 軸 用 Ｄ Ａ Ｃ 、 ７ ０ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ７ ０ ａ ・ ・ ・ 数 値 制 御 発 振 器 、 ７ ０ ｂ ・
・ ・ Ｄ Ａ Ｃ 、 ７ ０ ｃ ・ ・ ・ Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 、 ７ １ ・ ・ ・ 直 交 変 調 器 、 ７ １ ａ 、 ７ １ ｂ ・ ・ ・ 乗
算 器 、 ７ １ ｃ ・ ・ ・ 減 算 器 、 ８ １ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ８ １ ａ ・ ・ ・ 数 値 制 御 発 振 器 、 ８ １
ｂ ・ ・ ・ Ｄ Ａ Ｃ 、 ８ １ ｃ ・ ・ ・ Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 、 ８ ２ ・ ・ ・ 直 交 復 調 器 、 ８ ２ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸
ミ キ サ 、 ８ ２ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 ミ キ サ 、 ８ ３ ・ ・ ・ バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 ８ ３ ａ ・ ・ ・ 実 数
軸 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 ８ ３ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 ８ ４ ・ ・ ・ Ａ Ｄ Ｃ 、 ８
４ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 用 Ａ Ｄ Ｃ 、 ８ ４ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 用 Ａ Ｄ Ｃ 、 ８ ５ ・ ・ ・ 周 波 数 変 換 器 、 ８
５ ａ ・ ・ ・ 局 部 発 振 器 、 ８ ５ ｂ 、 ８ ５ ｃ 、 ８ ５ ｄ 、 ８ ５ ｅ ・ ・ ・ 乗 算 器 、 ８ ５ ｆ ・ ・ ・ 減
算 器 、 ８ ５ ｇ ・ ・ ・ 加 算 器 、 ８ ６ ・ ・ ・ デ シ メ ー タ 、 ８ ６ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 デ シ メ ー タ 、 ８
６ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 デ シ メ ー タ 、 ８ ７ ・ ・ ・ ロ ー ル オ フ フ ィ ル タ 、 ８ ７ ａ ・ ・ ・ 実 数 軸 フ ィ
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ル タ 、 ８ ７ ｂ ・ ・ ・ 虚 数 軸 フ ィ ル タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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